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平成30年度　平戸市病院事業報告
持続可能な病院経営
毎日できる健康チェック
第14回　Summer Camp 2019 in Hirado
地域医療を学ぶ
市民病院スタッフの「耳よりなハナシ」
生月病院スタッフの「ちょっと聞いておくれ」
掲示板
栄養管理室だより「いっただきまーす」
外来診療カレンダー　

担当医師 診療科

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

山下　雅巳
中村　　宏
小村　哲永
石塚由実子
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池田　柊一
押淵　　徹
堤　　竜二
飯野　俊之
濵田　貴幸
岩田　知真
中桶　了太
九 州 大 学
派 遣 医 師

内　　科
外　　科
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外科／小児科
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眼　　科

○
○

○
○
○
○

○
○
　
○
○

○

△

△

△
△

△

△

△

△

△
△

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

△

△

△

○
○
○
○
○

△

△
△

調　　　漸
井川　　敬
山下　雅巳
徳永　　毅
北川　直毅
田中奈津美
原　真一郎
山領　　豪

神経内科
内　　科
内　　科
透　　析
脳神経外科
整形外科
整形外科
呼吸器内科

長崎大学病院
長崎大学病院
生月病院

徳永泌尿器科医院 
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）
毎週火曜日
毎月第１水曜日　大腸ファイバー（午後）
毎週土曜日
毎月第２・第４金曜日　午前中　※予約患者優先
毎週火曜日　９：00～11：30　※予約患者のみ
毎月第２、第４金曜日　午前中　※予約患者のみ 
毎月第２、第４木曜日　午前中　※予約患者のみ    

○
○
○
○

　
　
　
○

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

山崎　　隆

小林　　誠

池田　柊一
松永　和雄
原　真一郎
前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

血液内科
循環器科
整形外科
眼　　科

青洲会病院
 
 
 

平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11 月 11 日（月）～ 15日（金）午前中       
12 月 16 日（月）～ 20日（金）午前中       
 １月 20日（月）～ 24日（金）午前中       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１火曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）     

●●●「世界文化遺産　平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」「世界文化遺産　平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」「世界文化遺産　平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。        
◆禁煙外来　毎（火）午後　要予約           
◆「小児科」の診察は、以下の時間内となります。その他の時間は、「内科」で診察します。   
　　午前　8:30～11:00　　午後　14:00～16:30          

※

※

※
※

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

　

※

※
※

10月：７・８日、28・29日　　11月：11・12日、25・26日　　
12月：９・10日、23・24日　　１月：６・７日、20・21日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

要予約

平戸市民病院、生月病院は
救急医療機関です

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入
院治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。



  

作り方

   

平戸市森林組合

井元産業 しいたけ生産部

平戸しいたけ生産組合

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104
平戸市戸石川町7-2 
TEL 0950-23-8161

ふるさとの味

①豚肉に軽く塩こしょうをふり片栗粉を

　まぶしておく。

②茄子は斜め切りにし、水につけアク抜

きをしておく。アク抜きをした後に水

気をペーパーで拭き取る。

③フライパンにサラダ油を入れ、豚肉を

焦げ目がつく程度に焼いて一度取り出

しておく。

④次になすを表面に焦げ目がつく程度に

焼いて、豚肉をフライパンに戻しタレ

を絡める。

⑤ご飯の上に豚肉と茄子を盛り付けトッ

ピングに小ネギ、刻みのりを散らして

完成。

in 平戸市民病院

　今回は疲労回復についてのお話です。エネルギー代謝を活性化

させるビタミンＢ群をしっかり摂取しましょう。食事の活力源になる

ものは糖質であり丈夫な体をつくるためにはタンパク質がとても重要

です。 　

　体内で効率よく利用するためにはビタミンＢ１の多い豚肉とにんに

く、ネギ、ニラ、タマネギなどの硫化アリルと結合すると脂溶性の物

質に変化します。体内で吸収されやすくなるため長い時間エネルギ

ーを蓄えておくことができ代謝が持続しやすくなります。

　秋口になると、夏の疲れが出はじめ体力が低下します。スタミナ

丼を食べて疲労回復に繋げましょう。
 

入院 6億8,142万円
外来 3億6,124万円
訪問看護 1,605万円
通所リハ 3,303万円
その他 1億3,275万円

入院 3億7,306万円
外来 1億8,343万円
その他 7,168万円

負担金交付金　1億9,876万円
患者外給食　　　　  110万円
長期前受金戻入 　 7,328万円
その他　　　　　　   783万円

負担金交付金　 1億131万円
患者外給食　　　    57万円
長期前受金戻入   2,270万円
その他　　　　　    435万円

支払利息 3,058万円
雑損失 3,300万円

給与費 4億9,380万円
材料費 6,708万円
経費 1億2,881万円
減価償却費 4,987万円
資産減耗費 165万円
研究研修費 126万円

支払利息 109万円
雑損失 1,811万円

作り方

平戸市民病院
生 月 病 院

医業利益 経常利益
△2億5,076万円
△1億1,430万円

△3,336万円
△456万円

1,817万円
△572万円

9億820万円
9,471万円

純 利 益 企業債残高

医業収益

医業収益

特別利益

特別利益

医業外収益

12億2,449万円 14億7,525万円

7億4,247万円
170万円

1,920万円

368万円

6,358万円

6億2,817万円

5,522万円

2億8,097万円

1億2,893万円

55万円

医業外収益

医業費用

医業費用

特別損失

特別損失

医業外費用

医業外費用

給与費 9億2,067万円
材料費 1億3,170万円
経費 2億9,257万円
減価償却費 1億2,424万円
資産減耗費 327万円
研究研修費 280万円

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受けており、独立採算制
による入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域になくてはならない病院として、持続的に安
定的な経営を行っていけるよう職員一同、日々努力しております。
　今回は、平成 30年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

平成30年度平成30年度
平戸市病院事業報告平戸市病院事業報告

平成30年度
平戸市病院事業報告
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市
民
病
院
で
は
防
火
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
避
難
訓
練
は
、
年
２

回
の
実
施
が
義
務
付
け
さ
れ

て
お
り
、
夏
と
冬
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

訓
練
は
、
火
災
報
知
機
の

発
報
、
院
内
放
送
を
受
け
、

毛
布
で
作
っ
た
担
架
を
使
い
、

患
者
役
の
職
員
の
避
難
、
そ

の
後
初
期
消
火
の
実
施
や
消

火
器
、
消
火
栓
を
使
っ
た
消

火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
、
生
月
漁
港
に

お
い
て
、
防
災
関
係
30
機
関
・

団
体
の
参
加
の
も
と
、
平
戸

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

生
月
病
院
か
ら
も
医
師
１

名
、
看
護
師
３
名
が
参
加
し
、

多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
、

と
の
想
定
で
応
急
処
置
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
今
回
の
訓
練
に

参
加
し
て
、
多
職
種
間
の
連

携
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、

平
時
か
ら
の
備
え
の
重
要
さ

を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　
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市
民
病
院
及
び
生
月
病

院
の
両
院
は
平
戸
市
立
病

院
「
院
内
研
究
会
」
を
平

戸
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
23
回
目
の
開
催

と
な
る
院
内
研
究
会
は
、

13
題
の
研
究
報
告
が
さ
れ
、

討
議
や
質
疑
を
通
し
て
質

の
高
い
発
表
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
の
発
表
内
容

は
、
10
月
４
、
５
日
に
長

崎
市
で
開
催
さ
れ
た
第
59

回
全
国
国
保
地
域
医
療
学

会
に
お
い
て
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

市
民
病
院
で
は
道
路
環
境

の
美
化
活
動
と
し
て
今
年

度
２
回
目
の
道
路
ア
ダ
プ

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
勤
務
終
了
後
に
、

約
50
人
の
職
員
が
作
業
服

に
着
替
え
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
汗
だ
く
に
な
り
、

市
民
病
院
周
辺
の
国
道
沿

い
の
草
刈
り
、
空
き
缶
拾

い
な
ど
清
掃
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
に
貢
献
で

き
る
事
業
所
と
し
て
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。れ 病病

立
病

を
平

タ
ー

開
催

は
、

さ
れ

て
質

ま
し

内
容

に
長

第
59

療
学

さ
れ 長59学れ 病平ー催れ

、質し容容

有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

平戸市大久保町1732番地4
TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所

介護をご希望の方、ご相
談など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

☎（0950）23-8812
平戸市戸石川町 491-6　担当：山本

区　　分

区　分
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平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収

益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
23
億
１
，

８
３
３
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
23
億
５

８
８
万
円
と
差
引
１
，２
４
５
万
円
の
純
利

益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

両
病
院
は
、
こ
こ
数
年
患
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
平
戸
市
民
病
院
で
は

１
，８
１
７
万
円
の
純
利
益
を
、
生
月
病
院

で
は
医
業
収
益
の
減
少
な
ど
に
よ
り
５
７

２
万
円
の
純
損
失
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

両
病
院
と
も
に
、
収
入
の
多
く
を
国
の

制
度
に
よ
る
繰
入
金
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、

医
業
収
支
は
、
市
民
病
院
が
△
２
億
５
，０

７
６
万
円
、
生
月
病
院
が
△
１
億
１
，４
３

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
人
口
の
減
少
に

比
例
し
て
患
者
数
も
減
る
傾
向
に
あ
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
平

戸
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
具

体
的
な
取
り
組
み
を
確
実
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
で
、
安
定
し
た
経
営
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
は
解
消

で
き
ず
に
お
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
・
療

養
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

決
算
概
要

※平成 26年度は、公営企業会計の制度移行に伴い、特別損失を計上したため、大きな赤字となっています。

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

本年度

前年度

比　較

本年度

前年度

比　較

30,165

31,617

△1,452

16,748

17,062

△314

入院患者（人）

延数 1日平均

82.6

86.6

△4.0

45.9

46.7

△0.8

43,956

47,176

△3,220

27,171

28,469

△1,298

外来患者（人）

延数 1日平均

180.1

193.3

△13.2

111.4

116.7

△5.3

病床利用率

（％）

患者延数

（人）

病　床　数

（床） 一般 療養

74,121

78,793

△4,672

43,919

45,531

△1,612

100

100

0

60

60

0

58

58

0

60

60

0

42

42

0

－

－

－

82.6

86.6

△4.0

76.5

77.9

△1.4

計

准
看
護
師

看

護

師

臨
床
工
学
技
士

言
語
聴
覚
士

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

放
射
線
技
師

栄

養

士

薬

剤

師

医

師

事

務
4

4

6

4

2

1

2

1

3

1

4

2

6

3

2

1

0

0

1

0

58

28

0

2

88

47

◆患者動向

◆正規職員数（単位：人）

◆固定資産明細（単位：万円）

◆年度別純利益（損失）の推移

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

土地

H25年度 H26年度※ H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

区　分 合計建物 構築物 器械備品 車両 リース資産

0

0

18,717

0

0

741

0

0

202,509

0

0

96,459

0

0

102,885

0

0

672

3,504

4,655

107,398

4,745

2,863

47,355

0

350

2,203

0

0

206

0

0

0

0

0

720

3,504

5,005

433,714

4,745

2,863

146,152

2,513 万円

1,419 万円

△5億 6,388 万円

△2億 5,084 万円

1億 151 万円

135 万円

6,788 万円

1,369 万円

2,505 万円

1,578 万円

1,817 万円

△572 万円



持続可能な病院経営
～平戸市立病院改革プラン点検評価委員会～

　

平
戸
市
立
病
院
で
は
、
平
成

29
年
３
月
に
平
戸
市
立
病
院
新

改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
28
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ

の
進
捗
状
況
に
関
し
て
毎
年
点

検
、
評
価
、
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
点
検
・
評
価
を
行
う
８

名
の
委
員
に
よ
る
平
戸
市
立
病

院
新
改
革
プ
ラ
ン
点
検
評
価
委

員
会
は
、
去
る
７
月
26
日
、
３

回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
数
値

目
標
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
平
成

30
年
度
の
医
療
機
能
や
経
営
指

標
の
数
値
実
績
に
対
し
て
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
で
は
、
常
勤
の
整

形
外
科
医
を
確
保
で
き
て
い
な
い

た
め
手
術
件
数 

・ 

入
院
患
者
数

及
び
リ
ハ
ビ
リ
件
数
を
減
少
さ
せ

た
こ
と
、
生
月
病
院
で
は
リ
ハ
ビ

リ
対
象
患
者
の
重
点
を
外
来
か

ら
入
院
に
移
し
た
こ
と
な
ど
現

状
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
慢
性
的

な
医
師
不
足
の
状
況
に
あ
り
な

が
ら
も
、 

純
利
益
１
，２
４
５
万

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
評
価
・
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
取
組
み
項
目

と
し
て
、
市
民
病
院
で
は
、
医

師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
総

合
診
療
医
の
専
攻
医
１
名
の
受

入
、
薬
剤
師
１
名
の
採
用
を
行

い
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
の
意
見

で
は
、
新
改
革
プ
ラ
ン
で
も
掲
げ

て
い
る
、
両
病
院
の
医
師
不
足
の

現
状
に
対
す
る
不
安
や
診
療
科

目
の
偏
在
に
対
す
る
対
応
な
ど
、

医
師
確
保
に
関
す
る
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
評
価
委
員
会
の
実
績
に

対
す
る
総
括
と
し
て
、「
厳
し
い

医
師
不
足
の
状
況
下
で
、
ス
タ
ッ

フ
一
丸
と
な
っ
て
よ
く
や
ら
れ
て

い
る
」
と
一
定
の
評
価
を
得
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
、
外

部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
、

両
病
院
に
お
け
る
現
状
を
「
外

部
環
境
・
財
務
・
組
織
・
診
療

機
能
等
」
の
多
角
的
な
視
点
か

ら
分
析
し
、
短
期
的
な
収
益
改

善
策
と
中
長
期
的
な
経
営
方
針

を
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お

り
、
今
年
度
中
に
再
度
委
員
会

を
開
催
し
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。　

１．医療機能等指標に係る数値目標

２．経営指標に係る数値目標

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数 
手術件数 

26年度
実　績

27年度
実　績

28年度
実　績

29年度
実　績項　　　目 30年度

計画 実績 比較
元年度
計　画

２年度
計　画

3,752
34

1,982
24,946

82

3,471
31

1,981
30,657
184

3,253
38

1,498
29,536
191

3,461
37

1,944
27,255

64

3,500
33

2,020
32,000
200

2,450
38

2,101
27,079

70

△ 1,050
5
81

△ 4,921
△ 130

3,510
33

2,060
32,000
200

3,500
33

2,100
32,000
200

①市民病院

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数  

26年度
実　績

27年度
実　績

28年度
実　績

29年度
実　績項　　　目 30年度

計画 実績 比較
元年度
計　画

２年度
計　画

1,748
14

1,063
7,591

1,720
20

1,192
7,417

1,700
22

1,126
5,949

1,642
19

1,321
5,230

1,716
24

1,123
7,560

1,643
15

1,027
4,651

△ 73
△ 9
△ 96

△ 2,909

1,720
24

1,145
7,560

1,716
24

1,166
7,560

②生月病院

経常収支比率
医業収支比率
経常収支比率
医業収支比率

26年度
実　績

27年度
実　績

28年度
実　績

29年度
実　績項　　　目 30年度

計画 実績 比較
元年度
計　画

２年度
計　画

96.1
82.4
100.8
85.0

101.1
86.6
100.5
83.9

99.8
86.8
101.8
87.8

99.2
84.9
102.0
87.8

100.8
88.7
102.4
89.1

97.8
83.5
99.4
84.6

△ 3.0
△ 5.2
△ 3.0
△ 4.5

100.5
89.8
102.7
90.1

100.4
87.7
103.3
89.4

⑴　収支改善

市民

生月

院外処方せんへの
検査値の表示について

令和元年11月1日より開始いたします
　生月病院では外来患者さんについては原則「院外処方せん」とし保険薬局でお薬を受け取っていただいています。

この度、外来患者さんにより安全で安心な医療を提供することを目的に患者さんの検査値の一部を院外処方せんに

表示させて頂くことに致しましたので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

検査値

＜検査値表示内容＞

AST-GOT,ALT-GPT,T-Bil：肝機能検査

CPK：心臓・筋肉検査

Cr：腎機能検査

Na,K,Ca,Fe,Mg：電解質

CRP：炎症反応

WBC：白血球

Hgb：ヘモグロビン

PLT：血小板

PT-INR：血液凝固検査

身長・体重

どんなメリットがあるの？

お薬による副作用の早期発見や、お薬の量が患者さんに合っているか
保険薬局の薬剤師さんが確認しやすくなります。

検査結果を薬局へ伝えたくない場合は？

院外処方せん中央の点線部分で切り離し、　
左側の「処方せん」のみを保険薬局へお渡しください。

処方せん見本

お薬による治療を安全に行うために検査結果を保険薬局へお渡しされることをお勧めします。

平戸市立生月病院

生月病院スタッフの

処方せん
検査値



市民病院
　スタッフの

□ 眠れない、食欲がない、一日中気分が落ち込んでいる、何をしても楽しめないといったことが

続いている場合、うつ病の可能性があります。うつ病は、精神的ストレスや身体的ストレスが

重なることなど、様々な理由から脳の機能障害が起きている状態です。

□元気がない

□ぼんやりしている

□食欲がない

□以前からの趣味に興味を示さない

□作業の能率が下がる

□ミスが増える

□集中力が低下している

□イライラしている

家庭におけるうつ病のサイン 職場におけるうつ病のサイン

□不安、あせり

□遠くに行きたい、消えてしまいたい

□自分を責める

□興味・喜びの喪失

□意欲の低下、億劫感

□会話の内容が頭に入ってこない

こころの症状 からだの症状

　うつ病は、自分で気づかないことがあります。

　なるべく早い段階で、周囲がこれらのサインをキャッチし、うつ病に気づいてあ

げることが重要です

◇うつ病は“こころの症状”だけでなく“からだの症状”があらわれることもあります。

うつ病の「こころ」と「からだ」の症状

　

普
段
の
生
活
で
杖
を
使
用
し
て
い

る
方
を
目
に
し
た
り
、
実
際
に
杖
を

使
用
し
て
い
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
杖
の
種
類
や
杖
の

選
び
方
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
、
も
っ
と
も
普
及
し
て
い
る
タ

イ
プ
の
杖
で
す
。 

全
体
の
形
か
ら
Ｔ

字
型
杖
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

通
常
は
２
本
１
組
で
使
い
ま
す
。

松
葉
型
を
し
た
２
本
の
支
柱
の
上
部

よ
り
脇
当
て
が
、
途
中
に
握
り
が
あ

り
ま
す
。

　

前
腕
固
定
型
杖
と
い
い
、
杖
の
上

部
が
握
り
の
上
ま
で
伸
び
て
、
そ
こ

に
前
腕
カ
フ
が
つ
い
て
い
て
、
腕
を
通

し
て
固
定
で
き
ま
す
。

　
一
本
杖
よ
り
も
一
層
の
安
定
を
求

め
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
握
り
手
は
一

つ
で
す
が
、
脚
が
４
本
（
一
部
に
３
本
）

に
分
れ
て
い
ま
す
。
平
地
で
の
使
用

に
向
い
て
い
ま
す
。

・
握
り

　

杖
の
中
で
一
番
大
事
な
の
は
握

り
で
す
。

　

握
っ
た
と
き
に
、
親
指
と
人
差

し
指
が
第
一
関
節
あ
た
り
で
重
な

る
も
の
が
力
を
入
れ
や
す
く
握
り

や
す
い
太
さ
で
す
。

・
柄

　

柄
は
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
で
適
当

な
重
さ
が
あ
る
方
が
つ
く
と
き
に

も
安
定
し
ま
す
。
柄
の
長
さ
の
調

整
が
で
き
る
も
の
や
、
折
り
た
た

め
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
ゴ
ム
先

　

特
に
滑
り
に
く
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
摩
耗
す
る
と
滑
り
や
す
く

な
る
の
で
滑
り
止
め
の
溝
が
な
く

な
っ
た
り
片
方
が
磨
り
減
っ
た
ら

早
め
に
交
換
し
て
下
さ
い
。

　

最
近
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
杖
先

ゴ
ム
が
あ
り
ま
す
よ
。

　

次
の
２
つ
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。※

ど
ち
ら
の
方
法
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

●
正
し
く
立
っ
た
姿
勢
で
、
腕
を
下

ろ
し
て
、
杖
を
垂
直
に
立
て
て
、
手

首
の
骨
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
握
り

の
位
置
・
高
さ
を
調
整
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
脇
の
腰
骨
の
一
番
出
っ
張
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
足
元
ま
で
垂
直
に
お
ろ
し

た
状
態
の
長
さ
の
杖
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
歩
い
て
い
る
時
に
は
、
ひ
じ
が

少
し
曲
が
る
程
度
が
良
い
で
す
よ
。

　

最
後
に
、
今
で
は
カ
ラ
フ
ル
で
お

し
ゃ
れ
な
杖
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

自
分
が
気
に
入
っ
た
杖
を
選
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
杖
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

　

杖
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
バ

ラ
ン
ス
が
と
り
や
す
く
な
り
、
生
活

が
楽
に
な
っ
た
り
、
散
歩
が
楽
し
く

な
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

杖
や
歩
行
車
な
ど
の
使
い
方
や
必

要
性
な
ど
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば
平
戸

市
民
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
班

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
Ｔ
字
型
杖

③
ロ
フ
ス
ト
ラ
ン
ド
ク
ラ
ッ
チ

②
松
葉
杖

④
多
脚
型
杖

杖
選
び
の
基
本
は
・
・
・

杖
の
長
さ
の
決
め
方

左から、T字型杖、松葉杖、ロフストランドクラッチ、
多脚型杖（4点杖）

□睡眠障害

□食欲減退

□疲労感、倦怠感

□動悸、息苦しさ、口が渇く

□からだの重さや痛み

①①

②

③

④



プログラム
　平戸市民病院や生月病院には、毎月、数名の研修医が訪れてお

り、実際に診療を行いながら、地域医療の実情を学んでいます。

今回は、８月に生月病院で研修を受けた小林医師を紹介します。

　なお、研修医のみなさんのレポートは長崎大学病院　へき地病

院再生支援・教育機構のホームページに掲載しています。

小　

林　

拓　

哉　

  （
神
戸
市
立

　

  

西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　　

私
は
８
月
後
半
の
２
週
間
、

平
戸
市
立
生
月
病
院
で
地
域

医
療
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

外
来
見
学
、
往
診
、
老
人

ホ
ー
ム
の
回
診
、
東
南
ア
ジ
ア

出
身
の
方
へ
の
健
診
の
結
果
説

明
な
ど
、
普
段
の
研
修
で
は
経

験
し
な
い
こ
と
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
初
め
て

の
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

２
週
目
に
は
少
し
余
裕
を
持
っ

て
地
域
で
の
医
療
を
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
来
院

さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
年
齢
層
の

高
さ
で
す
。
地
域
で
は
高
齢
者

の
方
が
多
い
と
い
う
漠
然
と
し

た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

生
月
の
高
齢
化
率
は
私
の
予

想
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
ご
高

齢
で
あ
る
が
ゆ
え
に
様
々
な
併

存
疾
患
が
あ
り
、
ま
た
年
齢

を
考
慮
す
る
と
根
治
的
な
治

療
が
困
難
で
あ
る
患
者
さ
ん
が

多
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
現
状
で
行
え

る
最
大
限
の
レ
ベ
ル
ま
で
回
復

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
希
望
に
沿
う
医
療

を
提
供
す
る
姿
勢
は
、
普
段

の
研
修
で
は
み
ら
れ
な
い
も
の

で
し
た
。
私
の
研
修
病
院
で
は

急
性
期
の
患
者
さ
ん
を
見
る

こ
と
が
多
く
、
慢
性
期
の
患

者
さ
ん
を
じ
っ
く
り
と
見
る
こ

と
は
多
く
は
な
い
の
で
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

外
来
で
の
患
者
さ
ん
と
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
間
の
信
頼
関

係
も
印
象
的
で
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
側
は
患
者
さ
ん
の
顔
を
み
る

だ
け
で
患
者
背
景
が
す
ぐ
に
わ

か
り
、
患
者
さ
ん
も
医
者
や

看
護
師
の
方
と
話
す
こ
と
で

安
心
し
て
帰
っ
て
い
か
れ
る
姿

を
み
て
、
そ
の
よ
う
な
関
係
性

は
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院
な
ら

で
は
の
光
景
な
の
か
も
と
思
い

ま
し
た
。

　

雨
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
仕

事
外
で
も
長
崎
の
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
た
り
、
海
沿
い
を
ド

ラ
イ
ブ
し
た
り
と
充
実
し
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

高
齢
者
の
方
を
診
察
す
る
機
会

が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
生
月
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
週
間
と
短
い
期
間
で
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
研
修
環
境
を

与
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
生
月

で
の
研
修
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
い
た
生
月
病
院
の
先
生
方
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
研
修
を

　
　
　
　
　

終
え
て

　平戸市民病院では、全国の医師や医学生、福祉学生など
地域包括ケアを担う方々を対象にした夏合宿を毎年開催して
います。講演会やワークショップなどを通して地域包括ケアの
理解を深め、将来、平戸で仲間として働いてもらうことを目的
としています。今年は、８月３０日からの３日間、長崎大学、
長崎純心大学、久留米大学、長崎南山高等学校から２６名の
学生と、医療・福祉関係者３０名が参加しました。講師は全
国から１８名をお招きし、スタッフ１０名を加えた総計８４名とな
りました。地域実習や国内外のプライマリ・ケアのお話など、
地域包括ケアの醍醐味を味わっていただきました。

「
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
」

　

大
勢
で
押
し
掛
け
た
私
た
ち
を
あ
ん
な

に
も
歓
迎
し
て
い
た
だ
い
て
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
歓
迎
の

お
か
げ
で
改
め
て
地
域
と
地
域
医
療
の
魅

力
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
郷

土
料
理
体
験
で
一
緒
に
作
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
押
し
寿
司
や
お
刺
身
、
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
あ
ん
な
に
大
き
い
魚
を
捌
く

機
会
な
ん
て
中
々
な
い
の
で
、
凄
く
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
訪
問
診
療
へ
の

同
行
は
、
こ
の
表
現
が
適
切
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
本
当
に
楽
し
い
経
験
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
私
た
ち

医
学
生
が
同
行
す
る
の
は
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
先
生
方
に
と
っ
て
も
正
直
ご
負

担
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
温
か
く
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
お
か
げ
で
、
こ
の
３
日
間
の
合
宿
を
楽
し

く
実
り
あ
る
も
の
と
し
て
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
貴
重
な
機
会

を
学
生
や
様
々
な
人
に
与
え
て
い
た
だ
け
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

長
崎
大
学
医
学
部
一
年

オリエンテーション

地域医療実習
・柿添病院
・青洲会病院
・平戸市民病院
・平戸市立生月病院

シンポジウムⅠ
テーマ：地域でささえる　
　　　　　地域がささえる

　

患
者
さ
ん
と
従
事

者
の
距
離
が
近
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
の
一つ
で
す
。

　

患
者
さ
ん
と
の
距
離
感
や
雰
囲
気
も
、
診

療
と
い
う
固
い
も
の
で
は
な
く
適
度
に
砕
け
て

お
り
、
患
者
さ
ん
が
ご
自
身
の
思
い
や
心
配
を

打
ち
明
け
や
す
い
環
境
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
何
気
な
い
接
触
や
会
話
の
中
で

も
医
師
の
方
が
様
々
な
と
こ
ろ
に
目
を
光
ら
せ

異
常
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
後
か
ら
聞

き
、
知
識
や
技
術
が
や
は
り
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
活
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
勉
強
に
邁
進
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

長
崎
大
学
医
学
部
一
年

「
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
」

　

実
際
に
過
疎
地
域
や
海
外
で
働
か
れ
て
い
る

先
生
方
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
、
そ
の
時
々

に
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
こ
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の
か
を
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る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
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に
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義
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験
だ
っ
た
と
思
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す
。
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医
師
と
し

て
働
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中
で
、
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ち
は
様
々
な
選
択
を
す
る

こ
と
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な
り
ま
す
。
勿
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ど
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択
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さ
れ
た
か
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っ
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ば
考

え
る
材
料
が
自
分
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
な
る

の
で
す
。
実
際
に
経
験
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積
ま
れ
た
方
の
お
話
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聞
け
た
こ
と
は
将
来
必
ず
私
の
助
け
に
な
っ

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

長
崎
大
学
医
学
部
一
年

　

研
修
会
の
一
環
に
初
め
て
地
域
住
民
連
携
型

「
地
域
生
活
体
験
学
習
in
根
獅
子
」
を
開
講
し

た
。
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目
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と
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原
点
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人
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健
康
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育
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地
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社
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く
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こ
と
だ
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思
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今
村
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然

農
法
指
導
員
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土
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食
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の
関
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、
小

生
は
過
疎
集
落
の
持
続
性
と
住
み
繋
ぐ
健
康

な
町
づ
く
り
に
都
市
や
海
外
と
の
交
流
連
携
の

実
例
を
紹
介
し
た
。
短
い
時
間
だ
が
医
療
介

護
福
祉
に
奉
仕
す
る
若
者
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真
摯
な
姿
勢
に

感
動
し
た
。
願
わ
く
ば
僻
地
医
療
の
担
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手
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
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。
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か
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は

医
療
現
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住
民
が
連
携
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地
域
医
療
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推

進
す
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時
代
だ
と
思
う
。
更
に
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
訪
問
診
療
を
体
験
し
て
」

プログラム
地域体験

シンポジウムⅡ
テーマ： 日本と世界のへき地医療

ワールドカフェ　　
テーマ：地域と健康について話してみよう

地域医療講演会

講師：白石吉彦
　　　（隠岐広域連合立隠岐島前病院 院長）

懇親会（BBQ）

プログラム
ワークショップ
テーマ：地域で健康に長くくらすためには？

ショートレクチャー

根獅子集落機能再
編協議会事務局長　
川　上　茂　次

の医師や医学学生 福祉学生全国の 生 福祉 ど生なな師医師院ででは



プログラム
　平戸市民病院や生月病院には、毎月、数名の研修医が訪れてお
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今回は、８月に生月病院で研修を受けた小林医師を紹介します。

　なお、研修医のみなさんのレポートは長崎大学病院　へき地病
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私
は
８
月
後
半
の
２
週
間
、

平
戸
市
立
生
月
病
院
で
地
域

医
療
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

外
来
見
学
、
往
診
、
老
人

ホ
ー
ム
の
回
診
、
東
南
ア
ジ
ア

出
身
の
方
へ
の
健
診
の
結
果
説

明
な
ど
、
普
段
の
研
修
で
は
経

験
し
な
い
こ
と
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
初
め
て

の
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

２
週
目
に
は
少
し
余
裕
を
持
っ

て
地
域
で
の
医
療
を
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
番
驚
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こ
と
は
、
来
院
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齢
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齢
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が
多
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然
と
し

た
イ
メ
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が
あ
り
ま
し
た
が
、

生
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高
齢
化
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私
の
予
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ま
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齢
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患
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受
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し
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。
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ベ
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回
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す
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の
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見
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。
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、

こ
れ
か
ら
も
勉
強
に
邁
進
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

長
崎
大
学
医
学
部
一
年

「
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
」

　

実
際
に
過
疎
地
域
や
海
外
で
働
か
れ
て
い
る

先
生
方
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
、
そ
の
時
々

に
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
こ
ら
れ
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
有
意
義

な
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
将
来
医
師
と
し

て
働
く
中
で
、
私
た
ち
は
様
々
な
選
択
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
勿
論
、
自
分
自
身
の
意

志
で
選
ぶ
べ
き
で
す
が
、
先
達
の
方
々
が
ど
の

よ
う
な
選
択
を
さ
れ
た
か
を
知
っ
て
い
れ
ば
考

え
る
材
料
が
自
分
の
経
験
だ
け
で
は
な
く
な
る

の
で
す
。
実
際
に
経
験
を
積
ま
れ
た
方
の
お
話

を
聞
け
た
こ
と
は
将
来
必
ず
私
の
助
け
に
な
っ

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

長
崎
大
学
医
学
部
一
年

　

研
修
会
の
一
環
に
初
め
て
地
域
住
民
連
携
型

「
地
域
生
活
体
験
学
習
in
根
獅
子
」
を
開
講
し

た
。
医
療
の
目
的
は
人
の
命
と
身
体
と
人
権

を
守
る
行
為
と
い
う
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

も
人
が
健
康
に
育
つ
地
域
社
会
を
つ
く
り
続
け

る
こ
と
だ
と
思
う
。
故
に
、
今
村
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然

農
法
指
導
員
に
土
と
食
と
命
の
関
り
を
、
小

生
は
過
疎
集
落
の
持
続
性
と
住
み
繋
ぐ
健
康

な
町
づ
く
り
に
都
市
や
海
外
と
の
交
流
連
携
の

実
例
を
紹
介
し
た
。
短
い
時
間
だ
が
医
療
介

護
福
祉
に
奉
仕
す
る
若
者
の
真
摯
な
姿
勢
に

感
動
し
た
。
願
わ
く
ば
僻
地
医
療
の
担
い
手
と

し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
は

医
療
現
場
と
住
民
が
連
携
し
地
域
医
療
を
推

進
す
る
時
代
だ
と
思
う
。
更
に
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
訪
問
診
療
を
体
験
し
て
」

プログラム
地域体験

シンポジウムⅡ
テーマ： 日本と世界のへき地医療

ワールドカフェ　　
テーマ：地域と健康について話してみよう

地域医療講演会

講師：白石吉彦
　　　（隠岐広域連合立隠岐島前病院 院長）

懇親会（BBQ）

プログラム
ワークショップ
テーマ：地域で健康に長くくらすためには？

ショートレクチャー

根獅子集落機能再
編協議会事務局長　
川　上　茂　次

の医師や医学学生 福祉学生全国の 生 福祉 ど生なな師医師院ででは



市民病院
　スタッフの

□ 眠れない、食欲がない、一日中気分が落ち込んでいる、何をしても楽しめないといったことが

続いている場合、うつ病の可能性があります。うつ病は、精神的ストレスや身体的ストレスが

重なることなど、様々な理由から脳の機能障害が起きている状態です。

□元気がない

□ぼんやりしている

□食欲がない

□以前からの趣味に興味を示さない

□作業の能率が下がる

□ミスが増える

□集中力が低下している

□イライラしている

家庭におけるうつ病のサイン 職場におけるうつ病のサイン

□不安、あせり

□遠くに行きたい、消えてしまいたい

□自分を責める

□興味・喜びの喪失

□意欲の低下、億劫感

□会話の内容が頭に入ってこない

こころの症状 からだの症状

　うつ病は、自分で気づかないことがあります。

　なるべく早い段階で、周囲がこれらのサインをキャッチし、うつ病に気づいてあ

げることが重要です

◇うつ病は“こころの症状”だけでなく“からだの症状”があらわれることもあります。

うつ病の「こころ」と「からだ」の症状

　

普
段
の
生
活
で
杖
を
使
用
し
て
い

る
方
を
目
に
し
た
り
、
実
際
に
杖
を

使
用
し
て
い
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
杖
の
種
類
や
杖
の

選
び
方
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
、
も
っ
と
も
普
及
し
て
い
る
タ

イ
プ
の
杖
で
す
。 
全
体
の
形
か
ら
Ｔ

字
型
杖
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

通
常
は
２
本
１
組
で
使
い
ま
す
。

松
葉
型
を
し
た
２
本
の
支
柱
の
上
部

よ
り
脇
当
て
が
、
途
中
に
握
り
が
あ

り
ま
す
。

　

前
腕
固
定
型
杖
と
い
い
、
杖
の
上

部
が
握
り
の
上
ま
で
伸
び
て
、
そ
こ

に
前
腕
カ
フ
が
つ
い
て
い
て
、
腕
を
通

し
て
固
定
で
き
ま
す
。

　
一
本
杖
よ
り
も
一
層
の
安
定
を
求

め
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
握
り
手
は
一

つ
で
す
が
、
脚
が
４
本
（
一
部
に
３
本
）

に
分
れ
て
い
ま
す
。
平
地
で
の
使
用

に
向
い
て
い
ま
す
。

・
握
り

　

杖
の
中
で
一
番
大
事
な
の
は
握

り
で
す
。

　

握
っ
た
と
き
に
、
親
指
と
人
差

し
指
が
第
一
関
節
あ
た
り
で
重
な

る
も
の
が
力
を
入
れ
や
す
く
握
り

や
す
い
太
さ
で
す
。

・
柄

　

柄
は
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
で
適
当

な
重
さ
が
あ
る
方
が
つ
く
と
き
に

も
安
定
し
ま
す
。
柄
の
長
さ
の
調

整
が
で
き
る
も
の
や
、
折
り
た
た

め
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
ゴ
ム
先

　

特
に
滑
り
に
く
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
摩
耗
す
る
と
滑
り
や
す
く

な
る
の
で
滑
り
止
め
の
溝
が
な
く

な
っ
た
り
片
方
が
磨
り
減
っ
た
ら

早
め
に
交
換
し
て
下
さ
い
。

　

最
近
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
杖
先

ゴ
ム
が
あ
り
ま
す
よ
。

　

次
の
２
つ
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り

ま
す
。※

ど
ち
ら
の
方
法
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

●
正
し
く
立
っ
た
姿
勢
で
、
腕
を
下

ろ
し
て
、
杖
を
垂
直
に
立
て
て
、
手

首
の
骨
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
握
り

の
位
置
・
高
さ
を
調
整
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
脇
の
腰
骨
の
一
番
出
っ
張
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
、
足
元
ま
で
垂
直
に
お
ろ
し

た
状
態
の
長
さ
の
杖
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
歩
い
て
い
る
時
に
は
、
ひ
じ
が

少
し
曲
が
る
程
度
が
良
い
で
す
よ
。

　

最
後
に
、
今
で
は
カ
ラ
フ
ル
で
お

し
ゃ
れ
な
杖
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

自
分
が
気
に
入
っ
た
杖
を
選
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
杖
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

　

杖
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
バ

ラ
ン
ス
が
と
り
や
す
く
な
り
、
生
活

が
楽
に
な
っ
た
り
、
散
歩
が
楽
し
く

な
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

杖
や
歩
行
車
な
ど
の
使
い
方
や
必

要
性
な
ど
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば
平
戸

市
民
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
班

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
Ｔ
字
型
杖

③
ロ
フ
ス
ト
ラ
ン
ド
ク
ラ
ッ
チ

②
松
葉
杖

④
多
脚
型
杖

杖
選
び
の
基
本
は
・
・
・

杖
の
長
さ
の
決
め
方

左から、T字型杖、松葉杖、ロフストランドクラッチ、
多脚型杖（4点杖）

□睡眠障害

□食欲減退

□疲労感、倦怠感

□動悸、息苦しさ、口が渇く

□からだの重さや痛み

①①

②

③

④



持続可能な病院経営
～平戸市立病院改革プラン点検評価委員会～

　

平
戸
市
立
病
院
で
は
、
平
成

29
年
３
月
に
平
戸
市
立
病
院
新

改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
28
年
度
か

ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
そ

の
進
捗
状
況
に
関
し
て
毎
年
点

検
、
評
価
、
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
点
検
・
評
価
を
行
う
８

名
の
委
員
に
よ
る
平
戸
市
立
病

院
新
改
革
プ
ラ
ン
点
検
評
価
委

員
会
は
、
去
る
７
月
26
日
、
３

回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
数
値

目
標
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
平
成

30
年
度
の
医
療
機
能
や
経
営
指

標
の
数
値
実
績
に
対
し
て
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
病
院
で
は
、
常
勤
の
整

形
外
科
医
を
確
保
で
き
て
い
な
い

た
め
手
術
件
数 

・ 

入
院
患
者
数

及
び
リ
ハ
ビ
リ
件
数
を
減
少
さ
せ

た
こ
と
、
生
月
病
院
で
は
リ
ハ
ビ

リ
対
象
患
者
の
重
点
を
外
来
か

ら
入
院
に
移
し
た
こ
と
な
ど
現

状
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
慢
性
的

な
医
師
不
足
の
状
況
に
あ
り
な

が
ら
も
、 

純
利
益
１
，２
４
５
万

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
評
価
・
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
取
組
み
項
目

と
し
て
、
市
民
病
院
で
は
、
医

師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
総

合
診
療
医
の
専
攻
医
１
名
の
受

入
、
薬
剤
師
１
名
の
採
用
を
行

い
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
の
意
見

で
は
、
新
改
革
プ
ラ
ン
で
も
掲
げ

て
い
る
、
両
病
院
の
医
師
不
足
の

現
状
に
対
す
る
不
安
や
診
療
科

目
の
偏
在
に
対
す
る
対
応
な
ど
、

医
師
確
保
に
関
す
る
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
評
価
委
員
会
の
実
績
に

対
す
る
総
括
と
し
て
、「
厳
し
い

医
師
不
足
の
状
況
下
で
、
ス
タ
ッ

フ
一
丸
と
な
っ
て
よ
く
や
ら
れ
て

い
る
」
と
一
定
の
評
価
を
得
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
に
お
い
て
、
外

部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
、

両
病
院
に
お
け
る
現
状
を
「
外

部
環
境
・
財
務
・
組
織
・
診
療

機
能
等
」
の
多
角
的
な
視
点
か

ら
分
析
し
、
短
期
的
な
収
益
改

善
策
と
中
長
期
的
な
経
営
方
針

を
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お

り
、
今
年
度
中
に
再
度
委
員
会

を
開
催
し
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。　

１．医療機能等指標に係る数値目標

２．経営指標に係る数値目標

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数 
手術件数 

26年度
実　績

27年度
実　績

28年度
実　績

29年度
実　績項　　　目 30年度

計画 実績 比較
元年度
計　画

２年度
計　画

3,752
34

1,982
24,946

82

3,471
31

1,981
30,657
184

3,253
38

1,498
29,536
191

3,461
37

1,944
27,255

64

3,500
33

2,020
32,000
200

2,450
38

2,101
27,079

70

△ 1,050
5
81

△ 4,921
△ 130

3,510
33

2,060
32,000
200

3,500
33

2,100
32,000
200

①市民病院

救急患者数 
臨床研修医の受入件数 
訪問診療・看護件数 
リハビリ件数  

26年度
実　績

27年度
実　績

28年度
実　績

29年度
実　績項　　　目 30年度

計画 実績 比較
元年度
計　画

２年度
計　画

1,748
14

1,063
7,591

1,720
20

1,192
7,417

1,700
22

1,126
5,949

1,642
19

1,321
5,230

1,716
24

1,123
7,560

1,643
15

1,027
4,651

△ 73
△ 9
△ 96

△ 2,909

1,720
24

1,145
7,560

1,716
24

1,166
7,560

②生月病院

経常収支比率
医業収支比率
経常収支比率
医業収支比率

26年度
実　績

27年度
実　績

28年度
実　績

29年度
実　績項　　　目 30年度

計画 実績 比較
元年度
計　画

２年度
計　画

96.1
82.4
100.8
85.0

101.1
86.6
100.5
83.9

99.8
86.8
101.8
87.8

99.2
84.9
102.0
87.8

100.8
88.7
102.4
89.1

97.8
83.5
99.4
84.6

△ 3.0
△ 5.2
△ 3.0
△ 4.5

100.5
89.8
102.7
90.1

100.4
87.7
103.3
89.4

⑴　収支改善

市民

生月

院外処方せんへの
検査値の表示について

令和元年11月1日より開始いたします
　生月病院では外来患者さんについては原則「院外処方せん」とし保険薬局でお薬を受け取っていただいています。

この度、外来患者さんにより安全で安心な医療を提供することを目的に患者さんの検査値の一部を院外処方せんに

表示させて頂くことに致しましたので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

検査値

＜検査値表示内容＞

AST-GOT,ALT-GPT,T-Bil：肝機能検査

CPK：心臓・筋肉検査

Cr：腎機能検査

Na,K,Ca,Fe,Mg：電解質

CRP：炎症反応

WBC：白血球

Hgb：ヘモグロビン

PLT：血小板

PT-INR：血液凝固検査

身長・体重

どんなメリットがあるの？

お薬による副作用の早期発見や、お薬の量が患者さんに合っているか
保険薬局の薬剤師さんが確認しやすくなります。

検査結果を薬局へ伝えたくない場合は？

院外処方せん中央の点線部分で切り離し、　
左側の「処方せん」のみを保険薬局へお渡しください。

処方せん見本

お薬による治療を安全に行うために検査結果を保険薬局へお渡しされることをお勧めします。

平戸市立生月病院

生月病院スタッフの

処方せん
検査値
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市
民
病
院
で
は
防
火
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
避
難
訓
練
は
、
年
２

回
の
実
施
が
義
務
付
け
さ
れ

て
お
り
、
夏
と
冬
に
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

訓
練
は
、
火
災
報
知
機
の

発
報
、
院
内
放
送
を
受
け
、

毛
布
で
作
っ
た
担
架
を
使
い
、

患
者
役
の
職
員
の
避
難
、
そ

の
後
初
期
消
火
の
実
施
や
消

火
器
、
消
火
栓
を
使
っ
た
消

火
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
、
生
月
漁
港
に

お
い
て
、
防
災
関
係
30
機
関
・

団
体
の
参
加
の
も
と
、
平
戸

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

生
月
病
院
か
ら
も
医
師
１

名
、
看
護
師
３
名
が
参
加
し
、

多
数
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
、

と
の
想
定
で
応
急
処
置
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
今
回
の
訓
練
に

参
加
し
て
、
多
職
種
間
の
連

携
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、

平
時
か
ら
の
備
え
の
重
要
さ

を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

 

 

 

7

30
（THU）

 

 　

市
民
病
院
及
び
生
月
病

院
の
両
院
は
平
戸
市
立
病

院
「
院
内
研
究
会
」
を
平

戸
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
23
回
目
の
開
催

と
な
る
院
内
研
究
会
は
、

13
題
の
研
究
報
告
が
さ
れ
、

討
議
や
質
疑
を
通
し
て
質

の
高
い
発
表
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
の
発
表
内
容

は
、
10
月
４
、
５
日
に
長

崎
市
で
開
催
さ
れ
た
第
59

回
全
国
国
保
地
域
医
療
学

会
に
お
い
て
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

市
民
病
院
で
は
道
路
環
境

の
美
化
活
動
と
し
て
今
年

度
２
回
目
の
道
路
ア
ダ
プ

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
勤
務
終
了
後
に
、

約
50
人
の
職
員
が
作
業
服

に
着
替
え
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
汗
だ
く
に
な
り
、

市
民
病
院
周
辺
の
国
道
沿

い
の
草
刈
り
、
空
き
缶
拾

い
な
ど
清
掃
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
に
貢
献
で

き
る
事
業
所
と
し
て
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。れ 病病

立
病

を
平

タ
ー

開
催

は
、

さ
れ

て
質

ま
し

内
容

に
長

第
59

療
学

さ
れ 長59学れ 病平ー催れ

、質し容容

有限会社 鶴丸設備
快適な生活環境のお手伝い

給排水設備工事 浄化槽設備工事
浄化槽維持管理 浄化槽清掃

営業種目

どんな小さな事でもお気軽にご相談ください。

平戸市大久保町1732番地4
TEL.0950-23-3629 FAX.0950-23-3921

あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口あなたの街の介護相談窓口

居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所居宅介護支援事業所

介護をご希望の方、ご相
談など、お気軽にお問い
合わせ下さい。

☎（0950）23-8812
平戸市戸石川町 491-6　担当：山本

区　　分

区　分

 
8

23
（WED）

 
9

7
（SAT）

　

　

平
戸
市
病
院
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収

益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
総
額
23
億
１
，

８
３
３
万
円
に
対
し
、
支
出
総
額
23
億
５

８
８
万
円
と
差
引
１
，２
４
５
万
円
の
純
利

益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

両
病
院
は
、
こ
こ
数
年
患
者
数
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
平
戸
市
民
病
院
で
は

１
，８
１
７
万
円
の
純
利
益
を
、
生
月
病
院

で
は
医
業
収
益
の
減
少
な
ど
に
よ
り
５
７

２
万
円
の
純
損
失
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

両
病
院
と
も
に
、
収
入
の
多
く
を
国
の

制
度
に
よ
る
繰
入
金
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、

医
業
収
支
は
、
市
民
病
院
が
△
２
億
５
，０

７
６
万
円
、
生
月
病
院
が
△
１
億
１
，４
３

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
人
口
の
減
少
に

比
例
し
て
患
者
数
も
減
る
傾
向
に
あ
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
平

戸
市
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
具

体
的
な
取
り
組
み
を
確
実
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
で
、
安
定
し
た
経
営
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
慢
性
的
な
医
師
不
足
は
解
消

で
き
ず
に
お
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
・
療

養
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

決
算
概
要

※平成 26年度は、公営企業会計の制度移行に伴い、特別損失を計上したため、大きな赤字となっています。

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

市民病院

生月病院

本年度

前年度

比　較

本年度

前年度

比　較

30,165

31,617

△1,452

16,748

17,062

△314

入院患者（人）

延数 1日平均

82.6

86.6

△4.0

45.9

46.7

△0.8

43,956

47,176

△3,220

27,171

28,469

△1,298

外来患者（人）

延数 1日平均

180.1

193.3

△13.2

111.4

116.7

△5.3

病床利用率

（％）

患者延数

（人）

病　床　数

（床） 一般 療養

74,121

78,793

△4,672

43,919

45,531

△1,612

100

100

0

60

60

0

58

58

0

60

60

0

42

42

0

－

－

－

82.6

86.6

△4.0

76.5

77.9

△1.4

計

准
看
護
師

看

護

師

臨
床
工
学
技
士

言
語
聴
覚
士

作
業
療
法
士

理
学
療
法
士

臨
床
検
査
技
師

放
射
線
技
師

栄

養

士

薬

剤

師

医

師

事

務
4

4

6

4

2

1

2

1

3

1

4

2

6

3

2

1

0

0

1

0

58

28

0

2

88

47

◆患者動向

◆正規職員数（単位：人）

◆固定資産明細（単位：万円）

◆年度別純利益（損失）の推移

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

今年度増加額

今年度減少額

年度末残高

土地

H25年度 H26年度※ H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

区　分 合計建物 構築物 器械備品 車両 リース資産

0

0

18,717

0

0

741

0

0

202,509

0

0

96,459

0

0

102,885

0

0

672

3,504

4,655

107,398

4,745

2,863

47,355

0

350

2,203

0

0

206

0

0

0

0

0

720

3,504

5,005

433,714

4,745

2,863

146,152

2,513 万円

1,419 万円

△5億 6,388 万円

△2億 5,084 万円

1億 151 万円

135 万円

6,788 万円

1,369 万円

2,505 万円

1,578 万円

1,817 万円

△572 万円



  

作り方

   

平戸市森林組合

井元産業 しいたけ生産部

平戸しいたけ生産組合

平戸市宝亀町91-1 
TEL 0950-28-0300
平戸市戸石川町7-1 
TEL 0950-22-3104
平戸市戸石川町7-2 
TEL 0950-23-8161

ふるさとの味

①豚肉に軽く塩こしょうをふり片栗粉を

　まぶしておく。

②茄子は斜め切りにし、水につけアク抜

きをしておく。アク抜きをした後に水

気をペーパーで拭き取る。

③フライパンにサラダ油を入れ、豚肉を

焦げ目がつく程度に焼いて一度取り出

しておく。

④次になすを表面に焦げ目がつく程度に

焼いて、豚肉をフライパンに戻しタレ

を絡める。

⑤ご飯の上に豚肉と茄子を盛り付けトッ

ピングに小ネギ、刻みのりを散らして

完成。

in 平戸市民病院

　今回は疲労回復についてのお話です。エネルギー代謝を活性化

させるビタミンＢ群をしっかり摂取しましょう。食事の活力源になる

ものは糖質であり丈夫な体をつくるためにはタンパク質がとても重要

です。 　

　体内で効率よく利用するためにはビタミンＢ１の多い豚肉とにんに

く、ネギ、ニラ、タマネギなどの硫化アリルと結合すると脂溶性の物

質に変化します。体内で吸収されやすくなるため長い時間エネルギ

ーを蓄えておくことができ代謝が持続しやすくなります。

　秋口になると、夏の疲れが出はじめ体力が低下します。スタミナ

丼を食べて疲労回復に繋げましょう。
 

入院 6億8,142万円
外来 3億6,124万円
訪問看護 1,605万円
通所リハ 3,303万円
その他 1億3,275万円

入院 3億7,306万円
外来 1億8,343万円
その他 7,168万円

負担金交付金　1億9,876万円
患者外給食　　　　  110万円
長期前受金戻入 　 7,328万円
その他　　　　　　   783万円

負担金交付金　 1億131万円
患者外給食　　　    57万円
長期前受金戻入   2,270万円
その他　　　　　    435万円

支払利息 3,058万円
雑損失 3,300万円

給与費 4億9,380万円
材料費 6,708万円
経費 1億2,881万円
減価償却費 4,987万円
資産減耗費 165万円
研究研修費 126万円

支払利息 109万円
雑損失 1,811万円

作り方

平戸市民病院
生 月 病 院

医業利益 経常利益
△2億5,076万円
△1億1,430万円

△3,336万円
△456万円

1,817万円
△572万円

9億820万円
9,471万円

純 利 益 企業債残高

医業収益

医業収益

特別利益

特別利益

医業外収益

12億2,449万円 14億7,525万円

7億4,247万円
170万円

1,920万円

368万円

6,358万円

6億2,817万円

5,522万円

2億8,097万円

1億2,893万円

55万円

医業外収益

医業費用

医業費用

特別損失

特別損失

医業外費用

医業外費用

給与費 9億2,067万円
材料費 1億3,170万円
経費 2億9,257万円
減価償却費 1億2,424万円
資産減耗費 327万円
研究研修費 280万円

　平戸市民病院と生月病院は、平戸市病院事業として、地方公営企業法の全部適用を受けており、独立採算制
による入院・外来など診療費を主な収入として経営しています。地域になくてはならない病院として、持続的に安
定的な経営を行っていけるよう職員一同、日々努力しております。
　今回は、平成 30年度の決算と事業概要がまとまりましたのでお知らせします。

平成30年度平成30年度
平戸市病院事業報告平戸市病院事業報告

平成30年度
平戸市病院事業報告



外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー外来診療カレンダー
■平戸市民病院

（派遣医師）

（派遣医師）

■生月病院
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平成30年度　平戸市病院事業報告
持続可能な病院経営
毎日できる健康チェック
第14回　Summer Camp 2019 in Hirado
地域医療を学ぶ
市民病院スタッフの「耳よりなハナシ」
生月病院スタッフの「ちょっと聞いておくれ」
掲示板
栄養管理室だより「いっただきまーす」
外来診療カレンダー　

担当医師 診療科

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

担当医師 診療科 所　　属 診  　　　療  　　　日

山下　雅巳
中村　　宏
小村　哲永
石塚由実子

内　　科
内科／外科
内　　科
内科／外科

月
午前 午後

担当医師 診療科 月
午前 午後

 火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木 金
午前 午後 午前 午後

池田　柊一
押淵　　徹
堤　　竜二
飯野　俊之
濵田　貴幸
岩田　知真
中桶　了太
九 州 大 学
派 遣 医 師

内　　科
外　　科
外　　科
内　　科
外科／小児科
内　　科
内　　科

眼　　科

○
○

○
○
○
○

○
○
　
○
○

○

△

△

△
△

△

△

△

△

△
△

○

○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

△

△

△

○
○
○
○
○

△

△
△

調　　　漸
井川　　敬
山下　雅巳
徳永　　毅
北川　直毅
田中奈津美
原　真一郎
山領　　豪

神経内科
内　　科
内　　科
透　　析
脳神経外科
整形外科
整形外科
呼吸器内科

長崎大学病院
長崎大学病院
生月病院

徳永泌尿器科医院 
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院
長崎労災病院

毎月２回（詳しい予定は、市民病院へお問い合わせください。）
毎週火曜日
毎月第１水曜日　大腸ファイバー（午後）
毎週土曜日
毎月第２・第４金曜日　午前中　※予約患者優先
毎週火曜日　９：00～11：30　※予約患者のみ
毎月第２、第４金曜日　午前中　※予約患者のみ 
毎月第２、第４木曜日　午前中　※予約患者のみ    

○
○
○
○

　
　
　
○

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

○
○
○
○

　

○
　

○
○
○
○

　
○
　

山崎　　隆

小林　　誠

池田　柊一
松永　和雄
原　真一郎
前田　邦彦

泌尿器科

整形外科

血液内科
循環器科
整形外科
眼　　科

青洲会病院
 
 
 

平戸市民病院
伊万里有田共立病院
長崎労災病院
まえだ眼科 

毎月最終水曜日       
11 月 11 日（月）～ 15日（金）午前中       
12 月 16 日（月）～ 20日（金）午前中       
 １月 20日（月）～ 24日（金）午前中       
毎月第２火曜日       
毎月第４金曜日       
毎月第１火曜日（休日及び祝日の場合は、生月病院へお問い合わせください。）
３か月に１回（詳しい予定は、生月病院へお問い合わせください。）     

●●●「世界文化遺産　平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」「世界文化遺産　平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」「世界文化遺産　平戸の聖地と集落（春日集落と安満岳）」

※予約患者優先。紹介状持参の方も事前に予約が必要。
◆午後の「△」は、いずれかの先生が輪番で診察します。        
◆禁煙外来　毎（火）午後　要予約           
◆「小児科」の診察は、以下の時間内となります。その他の時間は、「内科」で診察します。   
　　午前　8:30～11:00　　午後　14:00～16:30          

※

※

※
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10月：７・８日、28・29日　　11月：11・12日、25・26日　　
12月：９・10日、23・24日　　１月：６・７日、20・21日

平戸市民病院・生月病院は、365日、24時間、夜間又は休日において入院
治療を必要とする重症患者に対して救急医療を提供する医療機関です。
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救急医療機関です
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